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演題募集期間 2011年10月5日（水）～11月9日（水）

1　「患者中心の結核医療」
2　「これからの接触者検診」
3　「生物学的製剤使用と抗酸菌症」
4　「続・結核医療体制の整備」
5　「増加するMAC症の制御を目指して」

1　「小児における結核」
2　「結核の入院と退院の基準再考」

1　「肺外結核・非結核性抗酸菌症の外科治療」
2　「液体培地による経過観察」
3　「結核病棟ユニット化の経験」
4　「結核モデル病床の運用」
5　「地域連携の実践」

「結核の診断と治療のピットフォール」

招 請 講 演

特 別 講 演

教 育 講 演

“IGRA” Peter Lawætz Anderson
 （Statens Serum Institut, Denmark）

「医療について」：大江　健三郎（作家）

1　「結核の免疫機構」：河村　伊久雄（京都大学）
2　「結核の薬剤感受性試験」：御手洗　聡（結核予防会結核研究所）
3　「免疫不全と抗酸菌感染」：永井　英明（NHO東京病院）
4　「多剤耐性結核の治療」：鈴木　克洋（NHO近畿中央胸部疾患センター）
5　「抗酸菌症における治験のあり方」：花岡　英紀（千葉大学）

シンポジウム

ミニシンポジウム

要 望 課 題

症 例 検 討


